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Triple I （トリプル・アイ）の概要

⚫ 近年、特に低・中所得国（LMICs）において、グローバルヘルス分野（GH）の財政負担
が増大。公的資金に加え、サステナブル・ファイナンスを含む、民間資金を動員すること
が喫緊の課題。

⚫ 2023年G7広島サミットにおいて、G7首脳はUHCの達成を含むGHのためのインパクト投
資推進のイニシアティブ（Triple I）を承認。

⚫ 同年の国連総会の機会、2023年9月21日にグローバルヘルス関係のG7フォローアップ会
合を開催し、岸田総理（当時）からTriple Iの立ち上げを宣言。
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Triple I （トリプル・アイ）の概要

グローバルヘルス分野において、途上国を対象としたインパクト投資を推進することで民間資金動員を促進
し、ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC*）やSDGsゴールの達成に貢献する

目的

体制

2

アヨーデ・アラキジャ
FIND理事長

スティーブ・デービス
ゲイツ財団

シニアアドバイザー

渋澤 健
シブサワ・アンド・カンパニー株式会社

代表取締役

⚫ 共同議長（3名）：渋澤 健氏、アヨーデ・アラキジャ氏、 スティーブ・デービス氏

⚫ 想定参加パートナー：国際開発金融機関（MDBs）、開発金融機関（DFIs）、公的開発銀行
（PDBs）、ファンドマネージャー、機関投資家、民間企業、財団等

⚫ 実施/ナレッジ・パートナー：GSG諮問委員会／インパクト・タスクフォース、Global Impact 
Investing Network（GIIN)、ビル＆メリンダ・ゲイツ財団

⚫ 助言/支援パートナー：GHやインパクト投資に関する国際機関（７機関）

⚫ 事務局：日本（2023年9月～）

*ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）：全ての人が適切な健康増進、予防、
治療、機能回復に関するサービスを、支払い可能な費用で受けられる状態
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Triple Iの活動（2025年9月まで）

2023年国連総会の機に
Triple Iを設立

2023年
9月

2025年
9月

(24年1月)

ダボス会議
サイドイベント

(23年5月)

G7広島サミットにて各国
首脳より承認

世界保健総会
サイドイベント

 (24年5月)

Bellagio Center
 Convening   (24年12月)

(24年8月)
第3回運営委員会

国連総会サイドイベント 

(24年9月) 

ダボス会議
サイドイベント (25年1月) 

(24年10月)

•世界保健サミット
• Health Tech Network Fireside Chat
• GIINインパクトフォーラム
• SOCAP24

2024年
9月

世界保健総会
サイドイベント
 (25年5月)

(25年8月)
TICAD9テーマ別イベント

(*UNICEF共催)

(25年2月)

第4回運営委員会

(25年9月)
国連総会サイドイベント

   20 イベントでのアウトリーチ
   5 ラウンドテーブル （パートナーのための会合）

    2  ワーキンググループ設立

117パートナー(2025年10月末現在)    37（2023年）
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117機関（2025年10月末現在）

アジア 55機関
（日本 41機関）

欧州 20機関

アフリカ ８機関

北米 21機関

大洋州 2機関

国際機関・国際NGO
11機関

Triple Iの参加機関
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Triple Iの活動方針

第1の柱：広報および体制構築

第2の柱：インパクト投資の発展支援

第3の柱： 開発金融機関や政府等が果たし得る役割の検討・促進

• Triple Iの認知度向上とネットワークの拡大
• 参加機関の拡大、パートナーシップ・エコシステムの構築

• 保健分野におけるインパクト投資家のための研究、知識、ツールの拡充
• グローバルヘルスにおけるインパクト投資に関する事例の拡大、データの収集

• リスク・マネーに対する枠組みの構築
• 政府、開発金融機関、多国籍金融機関の触媒的な役割の特定
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◆ 柱Ⅰ: 広報及び体制構築（Triple Iの認知向上、参加機関の拡大、運営体制の構築）
◆ 柱Ⅱ: インパクト投資の発展支援
◆ 柱Ⅲ: 開発金融機関や政府等が果たし得る役割の検討・促進

Triple Iの活動方針

Oct Nov Dec Jan Feb Mar Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

柱
 I

II
柱

II

2023 2024 2025

保健分野におけるインパクト投資家のための研究、知識、ツールの拡充

グローバルヘルスにおけるインパクト投資に関する事例の拡大

・投資事例の収集

・好事例及びインパクトの測定・管理（IMM）における課題の特定

IRIS+, GRI, ISSB 

等との協力

インパクトの透明性、ロジックモデル、測定基準な

どの枠組みの開発支援

WGの立ち上げ

報告フォーマットのロードテスト

リスク・マネーに対する枠組みの構築

政府、開発金融機関（DFI）、多国籍開発金融機関 (MDBs)の触媒的な役割の特定

・政府の政策、投資、イニシアティブに関する調査

・政府、DFIs、MDBs等に対するプログラム案や提言の提示

・調査実施

・投資に相応しい分野等の特定

グローバルヘルスにおけるインパクト投資の課題
グローバルヘルス観点でのメトリクス整備
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Stage 5

IMMワーキンググループの立ち上げ
⚫ 目的：グローバルヘルス分野におけるIMMの実態把握と実践知の体系化
⚫ 開催時期・回数：2024年9月から計8回開催
⚫ 成果：

1. インパクト投資のための実務者ガイドの発出
2. IMM実践・調和に向けた政策提言の発出

Stage 1 Stage 2 Stage 3 Stage 4
2024
Sep

2024
Dec

2025
Mar

2025
Sep

WG1 WG2 WG3 WG4 WG5 WG6

UNGA

2025年7月
実務者ガイド

Ver.1 発出

2026
Mar

UNGA

WG7 

(July)
WG8 

(Aug)
WG9 

(TBD)

IMM：インパクトの測定・管理（Impact Measurement and Management ）

2025年9月
IMM政策提言

発出

IMMの目的：
・投資機会の影響を測定するためより有用な指標を調和させ、発展させ、共有し続ける。
・データの収集・分析の共有により、投資ポートフォリオとグローバルヘルスイニシアチブの両方に貢献する。
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IMM実務者ガイドの概要

⚫ グローバルヘルス分野においてインパクト投資を効果的に実
施するための実践的な枠組みを提示したガイド。

⚫ 主な概要
1. 投資ライフサイクル全体へのインパクト志向の統合
投資戦略の策定から出口戦略に至るまでの全プロセスに

インパクト目標を組み込むことが重要。

２．製品開発・サービス提供ライフサイクルの管理
研究開発や患者へのサービス提供に至るまでの包括的な

視点の提唱、バリューチェーン全体の考慮が重要。

３．指標選択に関するガイダンス
アウトプット・アウトカム・インパクト指標の役割を提示。適

切な指標セットと既存フレームワークとの整合性、早期のデー
タ収集に向けた戦略開発が重要。
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IMM実務者ガイドの指標

⚫ ガイド内にTriple Iパートナー機関を対象としたデータ指標分析に基づいた指標例を収録
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IMM標準化に向けた政策の提言

⚫ 投資家・政府機関・NGOなど多様なステークホル
ダー間における既存のIMMの調和に向けて提言。

⚫ 主な概要
1. グローバルな保健指標の調和
2. 資本インセンティブへのアクセス創出
3. 官民対話・パートナーシップの構築
4. ステークホルダー協働のためのネットワークの形成
5. 低・中所得国におけるグローバルヘルス投資に対す

る金融インセンティブの開発
6. インパクトと財務的リターンの関係性の定量化
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⚫ Triple Iは日本が主導し、2023年9月よりG7イニシアティブとして設立。

⚫ これまでの2年間の活動を通じて、パートナー機関は設立当初の37機関から117機
関に拡大。

⚫ パートナー機関とともにIMMワーキンググループ等の活動を通じて、グローバルヘルス観
点でのメトリクス整備と調和に向けた取り組みを実施。

⚫ 今後、パートナー機関との対話を通じてIMM実践時の課題抽出や実務者ガイドの改
訂等を実施し、グローバルヘルスにおけるインパクト投資のさらなる活性化を図る。

まとめ：Triple Iの現状と今後の方向性
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